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本日、令和 4年第 3 回定例会の開会にあたり、これまでの主な行

政事項について、その概要をご報告申し上げます。

令和3年度の各会計決算

はじめに、企業会計を除いた令和3年度の各会計決算について申

し上げます。

一般会計については、形式収支で4億6,395万1千円の黒字とな

り、翌年度に繰り越しすべき一般財源189万5千円を差し引いた実質

収支は、4億6,205万6千円となりました。ここから、名寄市基金条

例に基づき、財政調整基金へ2億4,000万円を積み立て、残り2億2,2

05万6千円を令和4年度へ繰り越しました。

特別会計では、国保の保険事業勘定で2,205万6千円、介護の保険

事業勘定で1億4,578万9千円、それぞれ黒字となりました。

そのほかの特別会計については、一般会計繰入金で調整を行い、

収支同額となっています。

次に、基金について申し上げます。

それぞれ基金の設置目的に沿った経費の財源として、合計3億6,5

17万4千円を取り崩しましたが、財政調整基金、減債基金などに、

合計9億8,816万6千円を積み立てたことから基金残高は103億9,344
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万2千円で、前年度末に比べて、6億2,299万2千円の増額となりまし

た。

これらの基金については、今後も、有効かつ適切に活用し、健全

な財政運営に努めてまいります。

“市民と行政との協働によるまちづくり”

市民主体のまちづくりの推進

次に、総合計画について申し上げます。

名寄市総合計画（第 2次）後期基本計画の策定にあたり、コロナ禍

において開催が難しい状況にあった市民対話・参加の機会を積極的

に設け、各種団体との意見懇談会を開催するなど、市民の声に耳を傾

けてまいりました。

また、名寄市総合計画審議会ではこの間、8回の審議を重ね後期基

本計画骨子（案）をまとめていただいたところであり、今後は、総合

計画審議会からの答申をもとに、後期基本計画素案を作成し、パブリ

ックコメントを行うとともに、市民の皆様から頂いたご意見を踏ま

えて、名寄市総合計画（第 2次）後期基本計画案を作成してまいりま

す。

さらに、後期基本計画策定に併せて、名寄市まち・ひと・しごと創

生総合戦略についても計画期間や成果指標（ＫＰＩ）など必要な見直
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し作業を行ってまいります。

次に、コミュニティ活動の推進について申し上げます。

名寄市町内会連合会主催による町内会長と行政との懇談会が、7月

1日にグランドホテル藤花で開催されました。令和 4年度における市

の主な事業などについて説明し、情報共有を図ったほか、地域の課題

などについて意見交換を行いました。

次に、広報・広聴事業について申し上げます。

名寄の魅力発信の取組として、名寄の夏の思い出をテーマにした

インスタグラムによるハッシュタグキャンペーンを行っています。

若い世代を巻き込みながら、名寄の夏の楽しい過ごし方など、市内

外へ情報発信し、本市の魅力再発見につなげ、地域愛の醸成が図ら

れるよう取組を進めてまいります。

また、ＪＩＣＡ北海道において、北海道大学に通う発展途上国か

らの留学生に対し、地域や日本文化などを理解してもらう福利厚生

事業を行っており、7月16日、17日に名寄市地域交流プログラムと

して、本市の認知度向上及び魅力発信につなげることを目的に、市

民の協力のもと留学生を受け入れました。参加者同士による暮らし

の様子や母国紹介などのプレゼンテーションのほか、餅つき体験な
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どの交流プログラムを行い、参加者からは、本市及び異文化への理

解につながる良い思い出となったなどの感想が寄せられました。

今後も、本市の認知度向上や魅力発信につながる機会を活用し、

市民と協働による情報発信に取り組んでまいります。

情報化の推進

次に、情報化の推進について申し上げます。

デジタル社会の到来を見据え、本市におけるＤＸ推進事業に係る

様々な取組に対し、計画的かつ効果的に推進するため、7月に名寄市

ＤＸ推進組織委員会を設置しました。庁内及び地域におけるＤＸ施

策を総合的に進める組織となり、取組の具現化に向け協議を進めて

まいります。

また、デジタル格差解消のため、7月に高齢者向けスマホ教室を開

催し、17 人の市民に参加いただきました。スマホの基本的な操作や

検索の仕方などを学び、まずは使って体験することが重要であると

考え取組を進めてきたところです。今後も「誰ひとり取り残されない、

人に優しいデジタル化」に一層取り組んでまいります。

交流活動の推進

次に、交流活動の推進について申し上げます。
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東京都杉並区との交流事業については、6月 19 日、4年振りに開

催された第 41回ふうれん白樺まつりに、杉並区から代表団 5人と

高円寺阿波踊り親善訪問団 34 人、東京商工会議所杉並支部から 9

人が来名され、阿波おどりなどを通じて広く市民と交流を深めまし

た。

姉妹都市カナダ国カワーサレイクス市リンゼイとの交流事業につ

いては、7月 15 日に開催された自治体国際化協会主催のオンライン

交流セミナーに、名寄・リンゼイ姉妹都市友好委員会の三瓶委員長
さんぺい

が出演し、「コロナ禍における姉妹都市交流活動～名寄市での取り

組み」と題して事例発表を行い、本市とリンゼイとの交流を広くＰ

Ｒしました。

台湾との交流事業については、名寄市議会が日台友好親善議員
にったいゆうこうしんぜんぎ い ん

連盟を設立したことを記念し、6月 24 日に台北駐日経済文化代表
れんめい たいぺいちゅうにちけいざいぶ ん かだいひょう

処の謝長廷代表をはじめ 7人が本市を訪れ、歓迎セレモニーや議
しょ しゃちょうてい

連設立記念祝賀会などを通じて、今後のさらなる日台間の交流促進

や友好親善について確認しました。

次に、移住・定住について申し上げます。

「名寄市移住促進協議会」では、6月に移住体験ツアーを1件受け

入れました。参加者は、住まいや仕事などの情報収集を通じて、名
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寄での生活イメージを持てたことから、本市への移住を決め、7月

に移住しています。

また、6月6日の市議会定例会にて承認いただいたクリエイティブ

人材移住推進補助金においては、デザイナーとして活動されている

方の移住に対し、1件の交付決定となりました。

引き続き、関係機関と連携しながら、移住・定住推進に向け取り

組んでまいります。

“市民みんなが安心して健やかに暮らせるまちづくり”

健康の保持増進

次に、健康の保持増進について申し上げます。

新型コロナワクチン接種については、8月 23 日現在で 18,929 人に

3 回目の接種を終えています。4 回目接種については、60 歳以上の

方、18 歳以上 60 歳未満の基礎疾患を有する方、医療従事者及び高齢

者施設従事者などへの接種を進めています。

今後につきましても、国の動向を注視し、市内医療機関などのご協

力をいただきながら、希望される市民への接種を速やかに進めるこ

とができるよう努めてまいります。

地域医療の充実
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次に、病院事業について申し上げます。

市立総合病院の第 1四半期における患者取扱状況については、入

院患者数は延べ 1万 9,241 人で、前年比 3,303 人、率にして 14.7

パーセントの減少、また、外来患者数は、延べ 5万 1,207 人で前年

比 2,480 人、率にして 4.6 パーセントの減少となっています。

医業収益については、一般科と精神科を合わせた入院収益は 13

億 825 万円で前年比 6,860 万円、率にして 5.0 パーセントの減少、

外来収益は 5億 9,796 万円で前年比 5,692 万円、率にして 8.7 パー

セントの減少となっています。

この結果、入院収益と外来収益の合計額は、19 億 621 万円となり、

前年比 1億 2,553 万円、率にして 6.2 パーセントの減少となってい

ます。

患者数や医業収益は、新型コロナウイルス感染症の発生状況によ

り変動しますが、第 2種感染症指定医療機関として、引き続き、国や

道の要請に基づき、ワクチン接種も含めた感染症対策に取り組んで

まいります。

高齢者施策の推進

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

包括的な医療・介護の支援及びサービス提供体制づくりを推進す
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ることを目的とした「医療介護連携情報共有ＩＣＴ事業」について、

昨年 7月から本格稼働し 1年が経過しました。

8月 1日現在、本ＩＣＴ事業に参加している事業所数は、稼働当初

から 8事業所が増え 59 事業所、同意を得てＩＣＴシステムへ登録し

た方の人数も 904 人増え 1,108 人となりました。

医療と介護が連携し情報共有が図られたことにより、質の高いケ

アの実現と病気に対する重症化予防や安全・安心で効率的なサポー

トを行うことが出来ています。

発展途上のシステムですが、期待する効果を発揮できるよう取り

組むとともに、高齢者の皆様が住み慣れた地域で安心して暮らし続

けられるよう、地域包括ケアシステムのさらなる深化に努めてまい

ります。

国民健康保険

次に、国民健康保険事業について申し上げます。

本年度、税制改正に伴い、基礎賦課分及び後期高齢者支援金分に係

る限度額の改正を行いました。

当初賦課の状況は、加入者数が 5,015 人で、前年度比 238 人の減、

世帯数は 3,379 世帯で、前年度比 85 世帯の減となっています。

軽減の対象は、7割が 1,185 世帯、5割が 536 世帯、2割が 412 世
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帯となり、全体では国保加入世帯の 63.1 パーセントにあたる 2,133

世帯となりました。

今後も医療費の適正化など加入者の負担軽減につながる取組を進

め、市民の皆様が安心できる医療保険制度を確立するため、事業の円

滑な運営に努めてまいります。

“自然と調和した環境にやさしく快適で安全安心なまちづくり”

循環型社会の形成

次に、循環型社会の形成について申し上げます。

名寄地区衛生施設事務組合が行う次期一般廃棄物中間処理施設整

備の一環として、旧清掃センターの解体工事が 5月から着工されて

います。

消防

次に、消防行政について申し上げます。

本年 1月から 6 月までの上半期における火災及び救急・救助出動

状況については、火災出動件数は 3件で、前年と比較して 5件の減

となっており、死傷者は発生していません。

火災種別では、車両火災 2件、建物火災 1件となっています。

救急出動件数は 536 件で、前年比 11 件の減、事故種別では、急病
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375 件、一般負傷 64 件、転院搬送 52 件、交通事故 27 件、そのほか

18 件となっています。

救助件数は 18 件で、前年比 1件の減、交通事故によるもの 8件、

そのほか 10 件となっています。

火災予防について、住宅用火災警報器の設置率は 6 月末現在で

85.4％となっています。女性消防団が行っている防火訪問について

町内会、民生委員と連携を図りながら住宅火災での死傷者ゼロを目

標に、未設置世帯への設置促進や維持管理について活動を継続して

まいります。

防災対策の充実

次に、防災対策の充実について申し上げます。

本年度の防災訓練については、7月 20 日に名寄市防災訓練「防災

体験教室２０２２」として、名寄西小学校の児童を対象に、学校や北

海道開発局名寄河川事務所などの関係機関のほか、北海道地域防災

マスターの協力により行いました。

訓練では、降雨体験装置などを活用することにより、大雨が降った

状態やドアが浸水した場合の状況などを体感したほか、3Ｄ眼鏡を活

用した土砂災害体験や避難する際の非常持出品の必要性、逃げ遅れ

た場合の救助、避難所での生活などについても体験を通じて学びま
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した。

大雨時に発生する災害や、その災害から身を守る知識などについ

て、実際に体験する中から、「自ら考えて判断する力」や「想像力」

を身につけ、命を守る行動の育成が図られました。

さらに、関係機関だけでなく地域防災マスターとの連携協力によ

り、地域の防災力向上につながりました。

引き続き、関係機関や地域の方々と連携した防災活動を推進する

ほか、市民の防災・減災意識の向上と啓発を図ってまいります。

交通安全

次に、交通安全対策について申し上げます。

7月 13 日から 10 日間、「夏の全国交通安全運動」として、関係団

体や地域住民のご協力をいただきながら、街頭啓発や早朝パトロー

ル、パトライト作戦などを行いました。

また、関係機関や団体との連携により、7月 10 日には飲酒運転根

絶の啓発活動を、道の駅「もち米の里☆なよろ」において行いました。

消費生活の安定

次に、消費生活の安定について申し上げます。

市民の安全・安心な生活づくりのため、6月 18 日には、北海道大
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学大学院の河原純一郎教授を講師に「見落としを防ぐ広告表示の見
かわはらじゅんいちろう

分け方」、8月 6日には、東京都赤坂山王法律事務所の竹内留美弁護
さんのう たけうち る み

士を講師に「若者からシニアまで身近にひそむ消費者トラブル」をテ

ーマに消費生活セミナーを開催し、合わせて 63人の参加がありまし

た。

住宅の整備

次に、住宅の整備について申し上げます。

栄町55団地改修工事は、これまでに18戸の住宅改修を終え、5月

から第3期15戸の住宅改修を進めています。

また、瑞生団地の整備は、実施設計を 5月下旬に、建替工事を 6月

中旬に、それぞれ着手しています。

都市環境の整備

次に、都市環境の整備について申し上げます。

名寄市公園施設長寿命化計画に基づき、浅江島公園と麻生公園の

施設改修工事を7月に着工しています。

上水道の整備

次に、水道事業について申し上げます。
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安定した給水を確保するための老朽管更新工事については、南 8

丁目通老朽管更新工事を 6月に着工しています。

浄水場設備の更新工事については、緑丘浄水場表洗ポンプほか 5
ひょうせん

工事を 4月に、風連日進地区増圧ポンプほか 1工事を 6月に着工し

ています。

配水管網整備工事については、豊栄南 11 丁目仲通配水管網整備

工事ほか 1路線が完成しています。

また、第 2期拡張事業である陸上自衛隊名寄駐屯地への配水管新

設整備工事については 5月に着工しています。

下水道・個別排水の整備

次に、下水道事業について申し上げます。

老朽化した施設の改築工事については、名寄下水終末処理場の電

気設備更新工事と、令和 2年度から行っている雨水ポンプ更新工事

の 3台目のポンプ更新に着工しています。

公共桝取替工事については、7月下旬に 50 カ所の取替が完了して

います。また、公共下水道ストックマネジメント計画に基づく管渠

の更生工事と布設替工事を 7月に着工しています。

個別排水処理施設整備事業については、農村部において7基の合

併浄化槽の整備を進めています。
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道路の整備

次に、道路整備について申し上げます。

社会資本整備総合交付金と都市構造再編集中支援事業補助金によ

り整備を進めている豊栄西 12 条仲通と北 3丁目通は 6月に、南 10

丁目右仲通と西 7条通の 2は 8月に着工しています。また、徳田 18

線緑丘連絡線の歩道と西 3条仲通の実施設計は 6月に着手していま

す。

本市単独事業により整備を進めている南 1丁目通は 6月に、風連

東 5号線の舗装改築工事は 7月に着工しています。

次に、橋梁の整備について申し上げます。

名寄市橋梁長寿命化修繕計画に基づき整備を進めている八千代橋
や ち よ ばし

と共和橋の修繕工事、御園1号橋をはじめとした 54橋の近接目視点
きょうわばし み そ の はし

検及び 18 線橋の実施設計は 6月に、大沢橋と智東開拓2号橋の実施
ばし おおさわはし ち とうかいたく はし

設計は 7月に着手しています。

地域公共交通

次に、地域公共交通について申し上げます。

宗谷本線名寄高校駅を活用した取組として、6月に名寄高校と地元町内会

が協力して花苗を植える美化活動を行いました。
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また、登下校時の高校生や駅利用者の安全を確保するため、横断歩道が設

置され供用が開始されました。

今後も、宗谷本線の維持・存続に向けて関係機関と連携し、利用促進に資

する取組を推進してまいります。

“地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづくり”

農業・農村の振興

次に、農業・農村の振興について申し上げます。

基盤整備については、ちえぶん地区をはじめ、道営事業 2地区に

おいて、本年度すべての工事発注が終了し、整地工や暗渠排水及び排

水路の整備など、順調に進捗しています。

次に、主要農作物の生育状況などについて申し上げます。

8月 15 日現在の状況は、水稲では、もち米・うるち米ともに平年
ごめ まい

より早く進んでいます。

畑作物では、秋小麦・春小麦は、収穫量は平年に比べ良好で現在調

製作業を行っています。大豆、南瓜についても適度な雨があり平年よ

り生育が良い状況ですが、スイートコーンについては、5月末からの

低温により一部に影響がありましたが平年並みに推移しています。

また、収穫を終えたアスパラガスについては、天候にも恵まれ、Ｊ
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Ａへの出荷量は昨年と比較し 1 割以上増加し 340ｔの出荷量となり

ました。

畜産では、母子里牧場の電気牧柵設置工事について 6月 1 日に着

工し、8月末に完成しており、哺育・育成センターと連携した育成環

境の充実を図ってまいります。

次に、有害鳥獣駆除対策について申し上げます。

7月 31 日現在の捕獲状況は、エゾシカで昨年度の 386 頭に対し 55

頭少ない 331 頭、アライグマは 143 頭に対し 115 頭捕獲しました。

引き続き関係団体と連携し捕獲活動など、農業被害防止に取り組ん

でまいります。

次に、ヒグマ対策について申し上げます。

本年度のヒグマ出没情報は、7月 31 日現在で、目撃が 16件、痕跡

が 13 件で合計 29 件の出没報告を受けており、昨年の出没総数より

15 件少ない出没状況となっています。引き続きホームページなどに

よる出没状況の提供はもとより、一層の注意喚起など、関係団体と連

携して、被害防止対策に取り組んでまいります。

次に、産業まつりについて申し上げます。
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なよろ産業まつりは、8月 28 日、なよろ健康の森を会場に、感染

防止対策を講じながら、集客型としては 3年ぶりに開催されまし

た。例年の内容から一部中止や変更した企画もありましたが、市民

をはじめとする多くの皆様のご来場をいただきました。

また、山形県鶴岡市や、株式会社赤福をはじめご協力をいただいた

関係機関・団体の皆様にお礼申し上げます。

商工業の振興

次に、商工業の振興について申し上げます。

「名寄市ずっと住まいる応援事業」については、市民の住宅改修ニ

ーズに応える制度として好評を得て、8 月 5 日に本年度予算額に達

し、交付申請の受付を終了しました。申請件数は、前年の総件数より

2件多い 163 件でした。今後、来年度以降の制度延長を含め、庁内関

係部署による検討会議において検討してまいります。

新型コロナウイルス感染症などへの影響に対する経済対策では、

北海道へのまん延防止等重点措置の適用及びコスト増加の影響を受

け、売上や利益が減少した事業者を支援する「名寄市地域経済再生応

援金」については、6 月末日で申請受付を終了し、給付件数は 138

件、給付額は 3,680 万 5千円となりました。

見込みより少ない給付となりましたが、今回、売上減少の要件のほ
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かに、利益（所得）減少の要件を新たに設けた結果、売上げは減少し

ていても、企業努力やコロナ関連の給付金などにより利益（所得）が

コロナ前よりも増加したために該当しないケースが多く、ウィズコ

ロナに対応した企業経営が一定程度進んでいることや、コロナ関連

の支援が市内事業者の経営維持に効果的に寄与したと受け止めてい

ます。

今後は、新型コロナウイルスの感染状況に加え、不安定な社会経済

情勢により長期化する原油価格・物価高騰に対して、国や道の施策を

注視しながら、持続可能な方策を検討してまいります。

王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約に係る敷地利活用につ

いては、同工場稼働停止による経済的損失から、早期に地域経済を再

生させ、雇用の創出を図るため、「名寄市企業立地促進条例の特例に

関する条例」を本定例会に提案しますので、ご審議のほどよろしくお

願いいたします。

雇用の安定

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワーク名寄管内における 6月末の雇用情勢について、求職

者に対し求人数が上回る状況が継続しています。

また、若年層の持続的な雇用の確保がより一層重要となっている
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ことから、6月 27 日、名寄公共職業安定所長、上川総合振興局長、

上川教育局長と本市の 4者で名寄商工会議所及び北海道上川管内商

工会連合会に対し、来春の新規学卒者の積極的な求人や円滑な採用

を求める要請行動を行いました。

王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約に係る雇用対策につい

ては、8月 15 日現在、離職者の再就職を支援する地元定着推進事業

の相談件数が 60 件あり、再就職などした方が 41 人となっています。

引き続き、関係機関と連携し早期の再就職などを支援してまいりま

す。

また、ＪＡ道北なよろや市内旅客運送事業者で構成される「なよろ

地域づくり事業協同組合」は、6月までに派遣職員を 3人雇用し事業

を開始しています。いずれも王子マテリア株式会社名寄工場等の離

職者を採用しており、本市の産業人材の確保及び人口流出防止の役

割を果たしています。引き続き、地域の担い手確保、移住・定住の促

進につながるよう、国のスキームに沿って支援してまいります。

観光の振興

次に、観光の振興について申し上げます。

本市の新たな観光振興計画の推進にあたり、7月 15 日に名寄市観

光振興計画（第 2次）検証委員会を開催し、アウトドア観光やスポー
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ツツーリズムの推進など、計画で定める 3つの重点項目を含む 11 の

方向性に沿った具体的な取組が承認されました。このうち観光庁に

採択された事業では、地域おこし協力隊をアウトドアガイドとして

育成しながら、名寄観光の看板商品の創出に取り組んでまいります。

ひまわり観光については、道立サンピラーパークのひまわり畑に

おいて、ひまわりボランティアとして市民の皆様に協力をいただき、

除草作業や環境整備を行いました。また、8月 6日から 28 日の間、

十分な感染防止対策を講じながら「なよろひまわりまつり」を開催し、

「ひまわりスタンプラリー」や「ひまわりのラッピングプレゼント」

などを行いました。

ふうれん望湖台自然公園では、本年度はヒグマの出没などによる

施設の利用休止を回避するため電牧柵の設置と併せて草刈りや巡回

を行い、お客様が安全に施設を利用できるよう運営に努めています。

5月 29 日には、集客型としては 3年ぶりに「なよろアスパラまつ

り」が駅前交流プラザ「よろーな」駐車場で開催されました。感染対

策のため、ステージイベントはなく、飲食はテイクアウトのみと制限

のある中の開催でしたが、名よせ通り商店街では、謎解きやちびっこ

縁日などのイベントが同時開催され、子どもたちを含め市民の皆様

が楽しみました。

6月 19 日には、「ふうれん白樺まつり」が 4年ぶりに開催されまし
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た。本年度は会場を風連町中央公園に移し、感染防止対策を十分行っ

た上で、ステージイベントなどを行い、東京都杉並区や高円寺阿波お

どり訪問団と市民の皆様が交流を深めました。

7月 31 日には、「てっし名寄まつり」が曙橋天塩川下流河川敷特設

会場で開催され、十分な感染防止対策のもと、3年ぶりに例年と同等

のイベントが開催されました。また、なよろ観光まちづくり協会の

20 周年記念事業として、例年より豪華な花火が打ち上がりました。

8月 13 日には、「風連ふるさとまつり」がＪＲ風連駅前通り特設会

場で開催され、多くの市民や帰省客が 3年ぶりのステージイベント

や盆おどりを楽しみました。

“生きる力と豊かな文化を育むまちづくり“

小中学校教育の充実

次に、小中学校教育の充実について申し上げます。

確かな学力を育てる教育の推進については、4月 19 日に本市の小

学校 6年生 161 人、中学校 3年生 176 人が令和 4 年度全国学力・学

習状況調査に参加しました。7月 28 日に調査結果が提供されたこと

から、各学校においては調査結果の分析及び 2 学期以降の学習指導

の改善策を講じ、学力向上の取組をさらに進めてまいります。

また、名寄市教育改善プロジェクト委員会の教育指導の充実に関
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する研究グループにおいて、一人 1台端末を活用した指導方法や教

材の工夫・改善及び教職員の指導体制構築のための研修を通じて、学

力向上に係る授業改善を推進してまいります。

豊かな心を育てる教育の推進については、7月 21 日に風連中央小

学校を会場に、いじめの根絶に向けた名寄市小中高いじめ防止サミ

ットを開催しました。同サミットでは、いじめを許さない意識と態度

を育むため、全小中学校、高等学校の児童会・生徒会の代表者が一堂

に会し、「いじめ防止宣言」による各学校でのいじめ根絶に向けた活

動の様子や工夫点について交流するとともに、ＳＮＳやオンライン

ゲームなどでの「ネットいじめ」の防止策について、具体的事例を取

り上げ、協議しました。今後は、ここで得た成果を児童会・生徒会を

中心とした全校でのいじめ根絶に向けた活動に生かせるよう取り組

んでまいります。

不登校児童生徒への支援として、各学校においては、保護者や関係

機関及びスクールソーシャルワーカーと連携を図り、不登校の解消

に向けた相談体制づくりを進めているところです。さらに、名寄市教

育改善プロジェクト委員会の教育指導の充実に関する研究グループ

において、不登校児童生徒の学びの継続のため、一人 1台端末を活

用した遠隔による授業参加ができる仕組みづくりに取り組んでまい

ります。
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健やかな体を育てる教育の推進については、7月上旬までに市内の

全小・中学校において、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」を

行いました。調査結果が提供されたのち、各学校及び名寄市教育研究

所において調査の結果を分析し、児童生徒の体力や運動能力の向上

及び運動習慣改善に向けた取組を充実してまいります。

学校における新型コロナウイルス感染症への対応については、持

続的な学校運営のため、基本的な感染対策の徹底に努める一方、気温

の高い日には、体育の時間はマスクを外し距離をとって活動をした

り、大型扇風機を活用した屋内の換気を行うなど、熱中症対策にも考

慮して取り組んでいます。引き続き、学校衛生管理マニュアルなどに

則りながら、教育活動に影響がでることがないよう適切な取組を進

めてまいります。

学校給食については、7月には七夕の行事食献立を、8月には地元

産「メロン」を提供し、児童生徒の好評を得ています。今後も、旬に

応じた野菜など、地場産物を積極的に取り入れた食材選定での献立

提供に努めてまいります。

特別支援教育の推進については、5月 9日に名寄市特別支援連携協

議会第 1回専門委員会議を開催し、本年度の取組について協議しま

した。また、6月 20 日に名寄市立大学と連携して第 1回名寄市特別

支援教育コーディネーター研修会を開催し、個に応じた支援のあり
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方について理解を深めました。

社会の変化に対応する力を育てる教育の推進については、情報モ

ラル教育に係る内容について外部講師に依頼し、7月から 9月の期間

に各学校において、児童生徒に講話や事例などを通じて考えさせる

授業を実施しているところです。

信頼される学校づくりの推進については、8月 1日に地域学校協働

本部連絡協議会を開催し、地域コーディネーターの役割について確

認し、今後の活動のあり方について協議を行いました。今後も統括地

域コーディネーターと各地域コーディネーターとの連携を図り、地

域と学校が協働して子どもたちの成長を支えていく地域学校協働活

動の一層の充実に努めてまいります。

小中一貫教育については、4月 22 日に北海道教育委員会が主催す

る「小中一貫教育サポート事業説明会」に参加し、上川教育局のサポ

ートを受けながら、智恵文地区及び風連地区それぞれの小中一貫教

育の方向性について協議を行いました。また、4月 28 日には「風連

地区第 1回小中一貫教育推進会議」、5月 12 日には「智恵文地区小中

一貫教育合同会議」を開催し、9年間を見通した教育課程編成及び校

内校務分掌の見直しについて協議を行いました。とりわけ、智恵文地

区については、令和 6 年 4 月に義務教育学校として開校することか

ら、その準備を含めて小中一貫教育の充実を図る取組を進めてまい
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ります。

学校における働き方改革の推進については、名寄市教育改善プロ

ジェクト委員会の教育経営の充実に関する研究グループを中心に、

各学校の働き方改革の取組状況を踏まえて改善点について協議し、

教職員が実感のもてる働き方改革の取組の充実を図ってまいります。

また、部活動改革については、国が示した段階的な地域部活動への

移行の考え方を踏まえ、「ＮＡＹＯＲＯスタイル部活動改革推進事業」

を通じて名寄市教育改善プロジェクト委員会を中心に、部活動改革

に対する教職員の理解と地域移行に向けた課題を洗い出し、その解

決に向けた協議を進めてまいります。

次に、学校施設の整備について申し上げます。

智恵文小中学校の校舎等改築については、増築部分の工事を 7月

下旬に着工し、その後、既存校舎等の改修工事を行い、令和 6年 1月

の完成に向け進めてまいります。

また、給食センター休憩室等増改修工事の実施設計は 8月下旬か

ら着手しています。

高等学校教育の充実

次に、高等学校教育の充実について申し上げます。
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6 月 7日に、新設校のコミュニティ・スクール設置に向け、文部科

学省認定のＣＳマイスターの取釜宏行氏を講師に招き「高校と地域
とりかまひろゆき

の協働を支えるコミュニティ・スクールとは」をテーマに研修会を開

催しました。参加した高校の教職員や市民の皆様は高校におけるコ

ミュニティ・スクールの仕組みや役割などについて理解を深めまし

た。

今後も、名寄市内高等学校魅力化推進委員会では、統合推進委員会

と連携し、新設校へのコミュニティ・スクール設置に向けた協議を進

めてまいります。

大学教育の充実

次に、名寄市立大学について申し上げます。

名寄市立大学への理解を深め、進路決定の参考としていただくオ

ープンキャンパスを 7月 2日と 31 日に行いました。来場型で午前・

午後の部に分けて行い、2日間で合わせて高校生 340 人、保護者 265

人の参加がありました。

各学科教員による模擬授業や学生との交流、保護者には「なよろを

観る」バスツアーにて、在学生の生活スポットや実習先など各所を巡

り、本学及び本市の魅力を伝えるとともに、学内ツアーでは、修学及

び生活環境をより身近に感じていただいています。
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なお、3回目のオープンキャンパスは 10 月１日の開催を予定して

います。

また、特別支援学校教諭免許状の取得向上に向けた取組として、北

海道教育委員会が主催し、名寄市立大学が指導大学として行ってい

る免許法認定講習を 7月 24 日から 8月 6日にわたり開催しました。

道内では、北海道教育大学が指導大学となって行った 2会場と合わ

せて 3会場で、新型コロナウイルス感染症対策としてインターネッ

トによる同時双方向型遠隔講習として行いました。延べ 291 人が受

講し、先進的な教育理論や教育実践の講義に熱心に取り組みました。

生涯学習社会の形成

次に、生涯学習社会の形成について申し上げます。

名寄ピヤシリ大学では、6月 28 日、体育センターピヤシリフォレ

ストを会場に体育祭を開催し、大学・大学院の学生と同窓生の 40 人

が汗を流しました。

風連瑞生大学では、7月 15 日、東地区運動広場のパークゴルフ場

において、パークゴルフ大会を行い、学生 32 人が楽しみながらプレ

イしました。

また、智恵文友朋学級では、7月 14 日に学生 4 人が智恵文保育所

と合同で避難訓練を行うとともに、水消火器を利用した消火訓練を
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行いました。

6月 18 日には、市民講座「ステンドグラス教室」を開催しました。

8人の参加者はオリジナルのおやすみライト作りを学びました。

次に、市立図書館について申し上げます。

北国博物館との連携事業により、6月 19 日に「バードコールづく

り＆野鳥観察会」を開催しました。8人の参加者は図書館でバードコ

ールを製作し、その後、北国博物館に移動して自分たちで作ったバー

ドコールを鳴らしながら、野鳥の観察を楽しみました。

また、夏休みの企画として、「こわいおはなし会」「夏休みの工作」

など子ども向けの行事を開催したほか、7月 13 日には読み聞かせ連

絡会議を開催し、子どもの読書活動推進に向けて意見交換を行いま

した。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

6 月 26 日に「惑星×七曜一気見観望会」を開催しました。午前 2
わくせい しちようい っ き み かんぼうかい

時からの観望会でしたが、非常に珍しく貴重な機会とあって 19 人が

参加し、インターネット配信も約 2,000 アクセスがありました。

6月 29 日から 7月 10 日まで、園児を招いて七夕の短冊の飾りつけ

を行うイベント「七夕かざりで星に願いを」を開催しました。プラネ



- 29 -

タリウムでは七夕にまつわる星々の投影や「名寄本よみ聞かせ会」の

ご協力による紙芝居の読み聞かせを行い、イベント期間中、延べ 290

人の子どもたちに楽しんでもらいました。

生涯スポーツの振興

次に、生涯スポーツの振興について申し上げます。

スポーツ施設の整備では、市民からのニーズ及び利用頻度が高い

スポーツセンタートレーニング室の「パワーラック」を更新し、より

良いトレーニング環境を整えました。

スポーツ振興事業では、Ｎスポーツコミッションが主催する、小学

4年生から中学 3年生までが対象の第 3期「ジュニアスポーツアカデ

ミー」を開校しました。

さらに、かねてから要望が多かった小学 1年生から 3年生を対象

とした「Ｎスポキッズ」を新たに開校し、運動能力の向上を図るとと

もに、同アカデミーへの入校につなげてまいります。

また、昨年度は駅前商店街に開設した「健康ステーション」を西條

名寄店 2階の名寄市こどもの遊び場「にこにこらんど」内に移設し、

活動スペースを広く確保するとともに、同遊び場を利用している親

子も交え、運動による健康づくりに取り組んでまいります。

スポーツ大会については、「サンピラー国体記念サマージャンプ大
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会」が開催され、大会当日だけでなく、直前合宿から多くの選手・コ

ーチが本市を訪れました。

また、昨年に引き続き、名寄地区サッカー協会や名寄旅館組合のご

協力をいただき、8月 8日、9日の日程で「令和 4年度高校サッカー

フェスティバル in なよろ」を開催しました。

フェスティバルには市内外 6 校 4 チームが参加し、競技力の向上

と施設の利用促進を図りました。

引き続き、参加者からの意見も伺いながら検証を行い、なよろ健康

の森を活用した夏季スポーツ合宿誘致の拡大につなげてまいります。

青少年の健全育成

次に、青少年の健全育成について申し上げます。

子ども会育成連合会と共催のリーダー養成事業「わくわく！体験

交流会」は、児童生徒 30人の登録があり、7月 2日、3日には、トム

テ文化の森キャンプ場で野外キャンプを、8月 27 日、28 日には、ネ

イパル深川で宿泊研修を行いました。

また、3年ぶりの開催となる野外体験学習事業「へっちゃＬＡＮＤ

2022」は、小学 4年生から中学 1年生の児童生徒 10人の参加のもと、

トムテ文化の森キャンプ場を中心に、7月 26 日から 2泊 3日で行い

ました。子どもたちは、テントによる生活や九度山登山など野外なら
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ではの貴重な体験や集団生活を通じて、夏休みの思い出をつくるこ

とができました。

東京都杉並区との夏の小学生体験交流事業では、本市と杉並区か

ら親善大使となる小学 5 年生と 6 年生の児童それぞれ 15 人が参加

し、7月 28 日から 31 日までは名寄会場、8月 5日から 8日までは杉

並会場において、文化や自然環境の違いなどを学びながら交流を深

めました。

次に、青少年センターについて申し上げます。

7月 28 日に名寄警察署の協力を得て、北海道青少年健全育成条例

に基づく立入調査を行い、青少年に対して有害となる図書・ＤⅤＤ・

刃物などの販売状況の確認やカラオケボックスにおける青少年深夜

入場禁止の指導を行いました。

地域文化の継承と創造

次に、地域文化の継承と創造について申し上げます。

7月 13 日に、文化芸術バスツアーを行い、18人の参加者が北海道

立旭川美術館の芸術作品を鑑賞しました。

次に、北国博物館について申し上げます。
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7 月 1 日から 8月 30 日の期間中、特別展「ヒグマ」を開催し、ヒ

グマの生態や人間との歴史的な関わり、現代社会における問題など

を紹介しました。７月 10 日には、旭川市在住のヒグマの会副会長

山本牧氏を講師に迎えて講演会を開催し、ヒグマが里に近づく理由
やまもとまき

と安全対策についてお話しいただきました。

また、夏休み体験講座として 7月 28 日、8月 4 日の 2回に分けて

「生物樹脂封入標本作り」を開催し、8人の児童が参加し、カブト
せいぶつじ ゅ しふうにゅうひょうほんづ く り

ムシ標本作りや昆虫観察を行い、郷土の自然を伝える機会を提供し

ました。

以上、主な行政事項について、その概要を申し上げ報告といたしま

す。


